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一 一’　　　．亠
`几

、

§〕

菜
の
復
活
栽
培

翕
扣
四

年
、
創
建
八
百
ニ
ト
ー
年の
奉
祝
事

業
の
・
つ

と
し
て
、
境

内
て
「
斑

野
川
ご
ぼ
う
」
「
牋
野
川
人
参
」
「
滝
野
川
か
ぶ
’
の
放

埒
を
始
め
ま
し
ち
．
境
内

の
一
角
で
。
塩
ピ
管
・
や
ブ
ラ
ッ
ク
＝
・
・
を

使
こ
・
石
技
培
で
す

．
ま
た
、
地
・
城の
皆
さ
ま
や
保
育
園
・
学

筈・
に
も
腿
を

お
配
り

し
て
、
伝
統
野
菜
を
育
て
て

い
た
だ
い

圭
十
。
伝
統

野
菜

の
栽
培
が
地

威
に
広
が
る

’
一と
を
．
烈い
、

川
に
は

か
ぶ
の
品

評
会
を
行
い
ま

す
。

｜　　|-て 字

し
＿三

上 コ 交
－

滝

野

川

の

地

名

の

由

来

妁
杜

近

く

を

流

れ

ろ

石

神
井
川

は
・
、
か
つ
て

は

急

流

が

蛇
行

し

轟

轟

と

音

を

立
て

て

滝

の

よ

う

に

流

れ

る
川

で

あ

っ

か

こ

と

か
ら

、
石
陣

片
川
・
・
？
一

の

辺
り
は

一
滝

野
川

｝
と

呼

ぱ
れ

て

い
ま

し

た
、

石

神
井

川

の

別

称

か

地

気
］
に
な

っ

た

と

り

り
土

・
と
で

十

が
、
一
源
平

盛

褒
・
記
一

に

は

．
二

八
こ

年

八

行

に
照

頼

朝

が

滝

野
河

（
り

）
に

陣
を
・
収
フ
こ

と

の

記
述

が
・
あ
り

√
ｙ
な

く
と
・
い
こ

の
ヤ
‥
物
下
ふ
‥

か
にれ
た

と

さ

れ

る

七

百

皿
に
以

上

前

の

そ

の
前

か

ら

使

わ

れ

て

い

る

古

い

地

名

で

あ

る

』
一と

が

わ

か

り
ま

す

。

現

4
2
の
石

神
井

川

は

咳

の

名

所

で
す

が
、
か

っ
て

ば
紅

葉

の
名
所

气

歌

川

広

垂

の
名

所

江

戸

白
叺

一
な

ど

の
浮

世

絵

に

も
描

か

れ
る

読

勝
地

で

し

た

。

一 一 ・

り
匸

＠
″
帑

八
幡
紳
社

令!n4臂 .に誕ま し た
滝 野 川 か ぶ の マ ス⊃ツ
ト キ ャラ ワ タ ーで 萼 、　　ji丶

、黝
カ ブリ ーナ l;カ ブ リ ン
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Ｓ

瀧 野川 八幡 神社
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淤 く
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神
　

社
　

名
　
瀧
野
川
八
幡
神
社

鉞
　

座
　

地
　
東
京
都
北
区
滝
野
川
五
丁
目
二
十
六
番
十
五
号

祭
　

神
　

名
　
品
陀
和
気
命
（
ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

`
応
冲
天
皇
）

御
　

神
　

徳

勝
運
ヽ
成

功
勝
利
ヽ
彑

身
出
世
ヽ
良

縁
成
就
ゝ
技
芸

‘
武
芸
ヽ
教

青

‘
学
問
ヽ

交
通
安
全
、
厄
難
除
け
．
子
孫
繁
栄
、
家
運
隆
昌

御
」
田緒
概
要
　

創
建
は
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
逡
仁
二
年
（
匸

一
〇
二

年
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
江

戸
詰
」
に

よ
り
ま
す
と
文
治
五
年
（
一
　・
一八
九
年
）
に
源
頼
朝
が
勧
詰
し
た
と
の
記
述
が
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
古

く
よ
り
祀
ら
れ
、
八
百
年
以
上
も
の
歴
史
を
有
す
る
呻
阯
で

あ
り
ま
す
。

境
内

は
東
側
を

鎌
倉
街
道
（
中

道
（
な
勺

み
勺
）
に

面
し
て
い
ま
す
。
社

殿
の
裏
手
か
ら
は
糾
文

時
代

後
期
の
住
居
址
が
発
見
さ
れ
て
お
り
．
考

古
学
的
に
も
貴
重
な
追
跡
に
立
地

し
て

い
ま
す
。

神
仏
分
離
以
前
は
石
神
井
川
畔
に
あ
る
金
剛
寺
が
別
当
寺
で
し
た
。

現
在

の
本
殿
は
総
欅
造
り
、
明

治
十
七
年
（
一

八
八
四
年
）
に

改
築
さ
れ
て
お
り
、
拝

殿
は
大
Ｅ

十

一
年

（
一

九
一
．
二
年
）
に

修
築
さ

れ
て
い
ま
す
。

．
牛

。回呂
ス マ ート フ 才ン で

境 内 の 様 子 を ご 覧

い 茫 茫'|うま す .

(２０２０年 １０月 撮 影 )

鳥 居
囲

【
`
】

社務 所

年 新 夏 折 節 歳
越 翕 越 年 分 且
大 祭 大 祭 祭 祭
祓　　 祓

十　 十　 六　 二　 二　 一
二　 一　 月　 月　 月　 月
月　 月　 三　 十　 ミ　 一
三　 二　 d一　七　 h　l-」

十　 十　 日　 口
一一　 一
一日　　日

収

穫

祭

八滝

十 野

月 川

ｈダ I

｜　lj.
こ

末　 月
社 例

例　 祭
祭

三 播 毎
月 種 月
の 祭 一

鎰　　 SI
終
口　　 十
曜　　 五
|］　卩

中 例　 隼

祭 大　 中
祭　 の
祭

五 一 九　 典
月 月　月　 包
十 卜 十 ｒ「
上 五 五 祟
目　日　日

境

内

末

社

境

内

右

奥

に
は

、
稲

荷

（
介

稲

魂

命

）
・
７
に
上
（
木

花

咲

耶

姫

命

）
・
榛
名

（
圸

安

貶

命

）
の

．
．
．

柱

を

祀

る

末
礼

が
あ

り

ま

す
、

富
士
・
榛

名
に
つ
い
て
は
、
叫

治
以
降
に
祀
ら
れ
た
よ
う
で
す

が
、
詳
し
い
年
代
は
不
明
で
す
、

種
苗
業
を
鴬
む
人
々
が
中
心
に

神
仕
を
盛
り
な
て
て

い
た
時
代

に
、
五

穀
む

穣
を
頤
っ
て
．
Ｍ

士
・
擁
名

の
二
柱
を
徊
詰
し
た

む
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
、

哂４[]４４に 砌まし 瓦
渇 野 川ご ぼ うと 渇野川
に んじ ん の マスコ ット
キ？う クタ ーで 蕚．

き ゃ ろ 儁

ｊ゛

恥，　　　　　`

ぐ ｋ

ｉ

龝
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滝

野

川

の
地

名

の
由
一

神
社
近
く
を
流
れ
る
石

流

が
蛇
行

し
轟
轟
と
音

流
れ
る
川
で
あ
っ
た
こ
ヽ

の
辺
り
は
「
滝
野
川
」
・

石
神
井
川

の
別
称
が
地

と
で
す

が
、
『
源
平
盛
杳

八
月
に
源
頼
朝
が
滝
野
ご

と
の
記
述
が
あ
り
、
少
か

か
れ
た
と
さ
れ
る
七
百
』

ら
使
わ
れ
て
い
る
古
い
一

か
り
ま
す
。

現
在
の
石
神
井
川
は
桜
－

は
紅
葉
の
名
所
で
、
歌
川

な
ど
の
浮
世
絵
に
も
描
九

。・'‾

伝
統
野
菜
の
復
活
栽
培

令
和
四

年
、
創
建
八
百
二
十
年
の
奉
祝
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
境

内
で

［
滝

野
川

ご
ぼ
う
１
 
　
「
滝
野
川
人
参
」
［
滝
野
川

か
ぶ
］
の
栽

圻
を
始
め
ま
し
た
。
境
内
の
一
角
で
、
塩

ビ
管
や
プ
ラ
ン
タ
ー
を

使

っ
て
の
栽
培
で
す
。
ま

た
、
地
域
の
皆
さ
ま
や

保
育
園
・
学
校

一
万

に
も
種
を
お
配

り
し
て
ヽ
伝
統

野
菜
を
育
て
て
い
た
だ
い
て
い

・
七
千

。
伝
統
野
菜

の
栽
培
が
地
域
に
広
が
る
こ
と
を
願
い
、
十
二

り
に
は
シ
ぶ
の
品
評
会
を
行

い
ま
す
。

＝〃－＝
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